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表彰式に 出席して 林 喜 一

７ 月１４日午後７ 時、 ロ ン ドン の ビ ジネス街に あ る オバ リ

ー 社に 於い て 表彰式が 挙行さ れ 、 出席して 来ま した 。

表彰式で は 一 番目に 紹介さ れ て 、 壇上に 上が り ま した 。 私

の 写真が プ ロ ジェクター で 映 さ れ 、 審査委 員 長の 講評に 続い

て 表彰状と 賞金を 頂き ま した 。 昨年に 続い て で した の で 、 沢

山の 拍手を 頂き ま した 。

英 国王立写真協会日本支部に 入会して か ら 、 ３ 回の 応募に

なり ま す が 、 今年も 入賞が で き ま した こ と を 無上の 喜 び と 致

して お り ま す 。

今回は 世界各国か ら ３ ０００点以 上の 応募が あ り 、 最終選

考に １２ ４点が ノ ミ ネー トさ れ 、 運 良く 入賞で き ま した 。

受賞作品の 「 家に 帰 る 」 は 、 ２ ００８ 年ベ トナム の ホ ー チ

ミ ン 市郊外で の 撮影 で す 。 電気 修理店の 前を 市場帰 り の 夫婦

が オー トバ イ に 乗っ て 通り 過ぎ る 一 瞬を 切り 取り ま した 。

私は 疲れ て い た の で 歩く の を 止め て 座り 込ん で い る と 、 妻

が 竹か ご を 持っ て 、 逆 乗り して 来た 姿に ユ ー モ ア を 感 じ なが

ら 、 レ ン ズを 向け ま した 。 生活の た め に みん なが 一 生懸命に

働い て い る 姿に 魅力を 感 じ なが ら 撮影 した 一 枚で す 。
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快挙！ Ｒ Ｐ Ｓ 展２ 年連続入賞！



「 The New Horizon 新た な展望」

長崎展開催

２ ０１０年５月１４日～ ５月３ １日ま で 、 長崎歴史文化博

、 （ ） 。物館 に て 第８ 回支部写真展 東京で 開催 を 再度開催した

昨年は じ め よ り 懸案 で あ っ た 長崎巡回展に つ い て 、 今春、

開催の わ ず か １ヶ 月前に 、 急 遽長崎歴史文化博物館 と い う 大

き な会場の ギャ ラ リ ー で の 開催が 決ま っ た 。

会場は 、 折か ら 坂本龍馬関 連の 特別展示「 幕末長崎古写真

展… 龍馬と 彦馬、 維 新の ま なざ し」 で 賑わ っ て お り 、 ま た と

ない チャ ン スで も あ っ た 。

長崎は 、 開国以 前か ら の も っ と も 古い 国際都市で あ り 、 横

浜の 下岡蓮杖と と も に 、 日本の 写真術の 開祖で あ る 上野彦馬

が 活躍した 都市で も あ る 。

そ う い っ た 歴史的風土を 背景に 、 長崎は 写真と の 関 係が 深

く 、 関 心も 高い 。 そ の 長崎で 、 今回、 英 国王立写真協会日本

支部と して 写真展を 開け た こ と は 、 大変意 義 深い 。

、 、わ ず か １ヶ 月の 準備期 間 で は あ っ た が 展示内容の 英 訳や

発送準備など 、 有志会員 で 手分け して 間 に 合わ せ た 。

ま た 、 東京展で は 間 に 合わ なか っ た が 、 昨年の Ｒ Ｐ Ｓ 第１

５２ 回国際プ リ ン ト展スポ ン サー 部門賞を 受賞した 林会員 の

作品と 、 英 国ロ ン ドン に お け る 受賞式の 様子を 紹介す る パ ネ

ル 展示を 行い 、 本部と の つ なが り の 一 端を 紹介した 。

期 間 中の 来場者数は 、 ２ ， ０００人を 超え 、 １５０枚準備

した 支部案 内カー ドも 、 早々 と 底を つ い た 。

右 上： 可能性へ の 挑戦」 よ り「

Ａ： 鳥瞰（ 本村政治）

Ｂ ： サー ブ （ 高原直哉）

右 中： 宿命の 開発」 よ り「

Ｃ ： 珠江的沙面波止場的夜景Ⅰ（ 高木祥光）

Ｄ ： 条（ 渡部 誠）

右 下： 精神の 創生」 よ り「

Ｅ ： 一 川流水乱成糸（ 木了俊介）

Ｆ ： （ 大畠勝彦）

Speed & Placement

It sounds good



第４回

リ レ ー トー ク研修会

『 写真撮影 は 心に 汗 を か く こ と 』

２ ０１０年７ 月１日、 東京六本木「 霞会館 」 に て 、 リ レ ー

トー ク第４回研修会（ 担当： 田中会員 ） を 開催す る 。

田中会員 は 、 も と も と 柔道家で あ り 、 以 前、 箱根の 保養所

で 景観 料理と い う 新境地を 切り 開い た 板前で も あ る 。

今年の Ｒ Ｐ Ｓ Ｊ展で は 、 景観 料理の 独自の 世界を 見せ て く

れ た 田中会員 だ が 、 今回は ラ イ フ ワ ー クで あ る 富士山の 撮影

と 、 こ だ わ り の 写真観 を 披露して い た だ く 。

ま さ に 労作で あ る 富士山の 写真集数冊を 提示しなが ら 、 撮

影 現場で の 体験談と ノ ウ ハ ウ 、 武道家の 精神性に 裏付け ら れ

た 独特の 写真観 は 、 孤高の 領域 だ 。

田中 宏明

「 α 波を 発す る 富士山の 写真」

ビ ー トた け しの Ｔ Ｖ 番組「 … 家庭の 医 学」 で 、 α 波が 取り

上げ ら れ て い ま した （ α 波と は 、 覚 醒安 静時に 脳か ら 発す る。

波形で 、 快適な環 境に お か れ て い る バ ロ メ ー ター に なる と い

わ れ る ）。

α 波が 多く で る 入浴と して 、 ゆ ず 風呂、 オレ ン ジ風呂、 ド

クダミ 風呂など が あ げ ら れ て い ま す 。

国際医 療福祉大学大学院 教授の 報告で は 、 α 波が よ く 出る

の は 、 景観 （ 風景） 写真だ と い う 。 と く に 富士山の 写真を 見

る と α 波が 出る と 言う こ と で す 。

、 。昔 銭湯に は 富士山の 絵が 描か れ て い た の を 思い 出しま す

風呂に 入っ て 富士山を 見る こ と は 、 理想的なか ん き ょ う だ っ

た の で す 。 当時の 関 係者は 、 富士山の 効用を 知っ て い た の で

しょ う か 。

「 乙女峠か ら の 定点観 測撮影 」

は じ め は 、 料理の 写真を 撮っ て い ま した が 、 箱根に い ら し

た 方々 に 紹介で き る 写真が 撮れ た ら と 考え て い ま した 。

１９９４年、 あ る き っ か け で 乙女峠を 知り 、 ６ 年間 毎日、

乙女峠に 通い つ め ま した 。 雨 の 日も 風の 日も 。 雪の 日も 。

周り の 人た ち は 、 私を 不審に 思っ た よ う で した が 、 そ の と

き 私は 「 しめ た 」 と 思い ま した 。 周り が 「 お か しい 」 と い っ、

た ら チャ ン スが あ る と 思っ て い ま す 。

毎日立っ て い る と 、 い ろ い ろ な人が 声を か け て き ま した 。

中に は 、 富士山撮る なら い い 穴場を 知っ て い る よ と い う 人も

い ま した が 、 私は 、 １年間 撮っ て 納得した ら 次の 場所に 行く

よ と 言っ て 断り ま した 。 しか し、 １年撮っ て も 納得い く 写真

は 一 枚も あ り ま せ ん で した 。

乙女峠は 何も ない 味気 ない 場所で す 。 御殿場の 町の 上に 富

士山が 見え る だ け で 、 御殿場の 町に は 送電線が 見え 、 撮影 条

件は け して よ く あ り ま せ ん 。

だ か ら こ そ 燃え る も の が あ り ま した 。

電線を 目立た なく す る 被写体条件と 、 撮影 テクニックを 研

究 しま した 。 朝、 日が 射し来て 、 ち ょ う ど 白く なり か け た と

き 一 瞬消え る ん で す 。 そ の 電線が 目立た なく なる ３ ０分ぐ ら

い の 間 に 撮り ま した 。

町を 入れ る 場合は 、 ５０ｍ ｍ ～ ７ ０ｍ ｍ で 撮り ま す が 、 ど

う して も 消え ない 場合は 、 ２ ００ｍ ｍ の 望遠で 、 御殿場の 町

を 切っ て 上だ け を 撮り ま した 。

ま た 、 夜に なれ ば 、 電線は 完 璧に 消え ま す 。

「 絞り と シャ ッター で 色を 出す 」

夜景で は 開放で ３ ０秒と い う 露出時間 が 成否の 鍵に なる の

を 知り ま した 。 みなさ ん よ く 絞り 込ん で い い の を 撮ろ う と し

。 。て 失敗しま す 時間 が か か り す ぎ て 雲 が 動い て しま う の で す

赤富士を 撮ろ う と して 、 は じ め は 完 全に 失敗しま した 。 そ

れ か ら 撮影 を 積み重ね て い ろ い ろ なデー タを 得ま した 。 撮影

は 、 も ち ろ ん フ ィ ル ム で 行っ て い ま した が 、 フ ィ ル ター を 使

わ ない で 、 絞り 値と シャ ッター 速度だ け で 色を 出す デー タを

見つ け ま した 。 絞り に よ り 写る 色が 変わ る の で す 。

撮っ た 写真は 、 す べ て デー タを 取り ま した 。

絞り Ｆ ８ は 、 黄富士を 撮影 す る ポ イ ン トに なり ま した 。 富

、 、 、 。士山を 照ら す 光に は 時間 帯に よ り 青 赤 黄色が あ り ま す

紅富士を 黄色光の 時間 帯に 撮影 す る と 黄富士に 写り ま す 。

赤富士の 場合は 、 で き る だ け 絞っ た 方が よ い 。

下： 労作の 写真集「 乙女富士 一 年三百六十六変化」 と

「 五彩富士山」



「 撮影 は 心に 汗 を か く 」

写真と い う の は 、 話に く い 対象で す 。

あ る 人と の 会話で 「 自分は 現場で 汗 を か く ん だ か ら 、 事務、

や 営 業は 脳みそ に 汗 を か け 」 と 言っ た こ と が あ り ま す 。

で は 写真で は ど う なの だ ろ う か ？

写真は 、 見え る 被写体しか 写ら ない が 、 そ れ に プ ラ スα す

る の が 撮影 で す 。 そ れ は す なわ ち 無形の 世界で す 。 撮影 は 、

心に 汗 を か く こ と と 言え ない で しょ う か 。

あ る 時、 大山行男さ ん が 来て 「 富士山は い い 加減に や っ た、

方が い い よ 」 と 話す 「 なぜ で す か ？ 」 と 問う と 「 死ん だ や。 。 、

つ が い っ ぱ い い る 」 と 答え た 。。

そ の と き は 、 ま だ 元気 で した か ら ま だ ピ ン と 来ま せ ん で し

た が 、 そ の 後大病し、 何度か 死ぬ 思い も しま した 。

左： 安 」 右 ： 廸」「 「

「 五彩富士の 着想」

は じ め は 、 料理や っ て い た 関 係も あ っ て 、 春夏秋冬と １年

１２ ヶ 月に こ だ わ り ま した 。

「 つ る し雲 」 の １２ ヶ 月 「 笠 雲 」 の １２ ヶ 月 「 雲 海」 の、 、

１２ ヶ 月、 そ して 「 雪」 の １２ ヶ 月を 集め よ う と 思い 、 １５、

シリ ー ズく ら い 作り ま した 。

雪の 降ら ない ８ 月の 富士山は 、 ち ょ っ と 大変で した 。 と こ

ろ が 、 ８ 月で も と き に よ っ て 降る ん で す 。 ３ ０分で 消え て し

ま い ま す が 。

た だ 、 １２ ヶ 月の シリ ー ズは 、 展示や 販売の 面で 負担で あ

る う え に 、 観 客 に 馴染ま ない の で は ない か と 思い 、 ５点ぐ ら

い の 方が 、 私の 顔 に なり や す い と 考え ま した 。

、「 」 。 、 、 、そ こ で 五彩富士 を 思い つ き ま した 五彩と は 青 赤

黄、 白、 黒、 を 意 味しま す 。

こ れ を 核 に 、 プ ラ スα して 写真を 発表す れ ば い い の で は な

い か と 考え ま した 。

「 春夏秋冬が 自分の 周り を 廻る 」

一 般に 、 富士山の 前景に 季 節感 を 盛り 込む こ と を 定石と と

して い て 、 多く の 写真家は 、 季 節に 会わ せ て 撮影 地を 撮り 込

む 。 春は 、 桜や 茶摘みの お 茶を 入れ た り 、 秋は 、 柿の 木を 入

れ た り す る 。

い ろ い ろ 写真展に も 行っ て 、 最初は 感 動す る が 、 そ の う ち

誰の 作品を 見て も みな同じ よ う に 見え て く る 。

一 方、 乙女峠か ら の 撮影 で は 何も 取り 込め ない 。 桜の 木も

茶畑も 柿の 木も 何も ない 。 御殿場の 町しか ない 。 富士山の 表

情の みで 季 節感 を 表現しなけ れ ば なら なか っ た し、 富士山を

撮る の か 、 花を 撮る の か 、 明確 に 徹した か っ た 。

こ の 難問に チャ レ ン ジしま した 。 で き なか っ た ら 、 自身の

限界だ と 思い ま した 。 乙女峠で の 定点観 測撮影 で は 、 春夏秋

冬が 自分の 周り を 廻っ て い る よ う だ っ た 。

ひ と は 、 春夏秋冬富士山の 回り を 廻っ て い ま す が … 。

や っ て い る と 、 雪が 降っ て 赤く なる 紅富士は 結構撮れ る 。

と こ ろ が 、 気 が つ い た ら １１月～ ３ 月ま で と 、 ４月～ ５月の

紅富士は 、 色が 違う ん で す 。 ３ 月ま で は 、 赤系の 紅富士で 、

４月５月に なる と 、 ピ ン ク系に なる ん で す 。

富士山は 、 長い 間 撮っ て い る う ち に は 、 考え ら れ ない こ と

も 起 こ る 。 夜中に 、 月と 、 日が 出る 前の 太陽の 明か り が 雲 に

よ っ て 照ら さ れ た の か 、 赤い 富士山が 撮れ た こ と が あ る 。

ど う して こ れ が 撮れ た の か 、 不思議 な写真が 、 夜中に は 結

構あ り ま す 。 （ 五彩富士作品は 、 第１０号の 記 事参照 ）。

「 技巧に 頼ら ない の が 私流」

私の 写真の 原点は 、 柔道で す 。 人は 誰で も 弱い も の で す 。

しか し、 心の 持ち よ う で 、 強く も なれ ま す 。

寒 さ に 負け る ん だ っ た ら 、 富士山は 撮る なと 言い た い 。

当時使っ て い た カメ ラ は 、 ペ ン タックスの Ｓ Ｐ で す 。 ネジ

。 。で 回して レ ン ズを つ け る タイ プ で す レ ン ズ交換 は 大変で す

手が 凍り 付い て く っ つ い て しま う 。

手が 冷た い の は 手袋で 何と か なる が 、 一 番困っ た の は 、 シ

ャ ッター 押した ら 、 ミ ラ ー が 上が っ た ま ま く っ つ い て しま う

こ と だ っ た 。 そ の ま ま 上着を か ぶ せ て 、 車の 中に 運 び 、 しば

ら く 待つ と 、 暖ま っ て シャ ッター が 降り た 。

１日に 撮っ た 写真は 、 た っ た ２ 枚で す 。

フ ィ ル ム は 、 フ ジカラ ー で 撮っ て 、 プ リ ン トは 、 コダック

ラ ボ で 頼みま した 。

月を 入れ る 場合、 ど ち ら か に 寄 せ る 構図を 撮る 写真家も い

ま す が 、 富士山は 稜線が 命だ か ら 、 片方を 切る と も っ た い な

い 。 あ く ま で 富士山を 真ん 中に 入れ て 、 乙女峠の 左右 対称の

美しい 稜線を 出した か っ た 。

Ｐ Ｌフ ィ ル ター も 、 空が 青く 出過ぎ る こ と が あ っ て 、 い っ

さ い 使わ なく なり ま した 。 赤富士に して も 、 フ ィ ル ター を い

っ さ い 使っ て い ない こ と が 、 私の 写真の 売り で す 。

パ ソコン で 作っ た 赤富士は 、 実際と 違い ま す 。 実際の 富士

を 見て い ない 画家の 絵も 、 す ぐ 分か り ま す 。

「 作品は 自分の 子供と 思う 」

私自身は 、 売れ る 写真を 撮ろ う と 思っ て 撮っ た こ と は 、 一

度も ない で す 。 そ の 瞬間 、 瞬間 に だ だ い い も の を 撮ろ う と 思

い ま した 。 そ して 、 写真展を や っ た ら 、 こ れ 欲しい と い う 人

が 現れ ま した 。

写真作品の 価格 で す が 、 プ リ ン ト代、 装丁代など の 実費の

３ 倍と 決め て い ま す 。

半切が 約７ 万円 で す 。 全紙は 、 １５倍の １０５万円 で す 。

こ れ ぐ ら い で 、 写真展の ギャ ラ リ ー 代ぐ ら い は 出ま す 。 赤字

に なっ て も 、 作品は 財産だ と 思え ば い い の で す 。

撮っ た 写真は 、 発表・ 展示す べ き だ と 思い ま す 。 写真は 、

自分の 子供と 同じ だ と 思い ま す 。 世間 に さ ら して 、 た た か れ

て 、 強く なっ て い く 。

物事を 深く 考え る よ う に なっ た の も 、 写真の お か げ で す 。

現在も 体調を 見なが ら の 生活で す が 、 皆さ ん と こ う して 写

真談義 が で き る の は 大変う れ しく 、 元気 を も ら っ て い ま す 。

（ 編集後記 ）

前号で ご 報告の 通り 、 大幅な遅れ が 生じ て しま い ま した の

で 、 今号は ダブ ル イ シュ ー で 対応さ せ て い た だ き ま した 。

次号も で き る だ け 早め に 、 発行で き れ ば と 思っ て い ま す の

で 、 原稿の ご 協力お 願 い い た しま す 。 （ 川村）
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